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六
月
二
十
日
の
厚
生
委
員
会
で
の
審
査
を

経
て
、
同
月
二
十
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

「
武
蔵
野
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

国
は
こ
れ
ま
で
、
消
費
税
に
よ
る
公
費
を

投
入
し
て
低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
の
軽
減

強
化
を
行
う
仕
組
み
を
設
け
、
平
成
二
十
七

年
度
よ
り
先
行
し
て
一
部
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
本
年
十
月
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
へ
の
消
費

税
率
引
き
上
げ
に
合
わ
せ
、
さ
ら
な
る
軽
減

強
化
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

条
例
改
正
は
、
こ
の
国
の
軽
減
強
化
実
施
を

踏
ま
え
、
本
市
に
お
け
る
保
険
料
軽
減
の
対

象
お
よ
び
軽
減
後
の
保
険
料
を
定
め
る
も
の

で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
令
和
元
年
度
に
お
け
る
本

市
の
所
得
段
階
別
保
険
料
に
関
し
、
第
一
・

第
二
段
階
の
年
額
保
険
料
は
、
平
成
三
十
年

度
の
三
万
二
千
二
百
円
か
ら
二
万
六
千
六
百

円
に
、
第
三
段
階
に
つ
い
て
は
四
万
八
千
七

百
円
か
ら
三
万
九
千
四
百
円
に
、
第
四
段
階

に
つ
い
て
は
五
万
二
百
円
か
ら
四
万
八
千
三

百
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

　
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
十
日
か
ら
六
月
二
十
六
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
議
会
で
は
、
二
十
二
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
武
蔵
野
市
市
税
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
二
十
二
件
の
市
長
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

外
環
道
路
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
　
市
議
会
定
例
会

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
を
可
決

　

六
月
十
八
日
の
総
務
委
員
会
で
の
審
査

を
経
て
、
同
月
二
十
六
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
「
武
蔵
野
市
市
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
が
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
地
方
税
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
る
地
方
税

法
の
改
正
等
に
伴
う
ほ
か
、
所
要
の
事
項

に
関
し
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
子
ど
も
の
貧
困
に
対
応

す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、
個
人
の
市
民

税
の
非
課
税
対
象
に
単
身
児
童
扶
養
者
を

追
加
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴

う
需
要
平
準
化
対
策
と
し
て
、
令
和
元
年

十
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
九
月
三
十
日
ま

で
の
間
に
、
自
家
用
乗
用
の
軽
自
動
車
税

の
環
境
性
能
割
の
税
率
を
一
パ
ー
セ
ン
ト

軽
減
し
、
ま
た
、
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー

ン
化
特
例
が
令
和
三
年
度
ま
で
、
二
年
間

延
長
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
市
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

は
、
資
本
金
等
の
額
が
一
億
円
を
超
え
る

法
人
に
電
子
的
な
申
告
を
義
務
づ
け
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
電
気
通

信
回
線
の
故
障
や
災
害
等
で
電
子
的
な
提

出
が
困
難
な
場
合
は
、
市
長
の
承
認
等
に

よ
り
書
面
で
の
提
出
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

外
環
道
路
特
別
委
員
会
を
設
置

　

六
月
十
四
日
の
本
会
議
で
、
東
京
都
市

計
画
道
路
都
市
高
速
道
路
外
郭
環
状
線
お

よ
び
外
郭
環
状
線
の
２
に
つ
い
て
調
査
・

検
討
す
る
た
め
に
、
外
環
道
路
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
数
は
八
名

で
、
設
置
期
限
は
令
和
三
年
六
月
定
例
会

最
終
日
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
六
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た

委
員
会
で
外
環
道
路
特
別
委
員
長
に
橋
本

し
げ
き
委
員
、
副
委
員
長
に
浜
田
け
い
子

委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
（
四
面
に
特
別

委
員
会
紹
介
を
掲
載
）
。

「あじさいとマルハナバチ」
撮影：冨永　滋（武蔵野市）

場所：武蔵野中央公園東側（2019. ６.17）

あじさいがきれいな季節、雨がやんだ一時に武蔵野中央公園にて。マルハナバチが飛んできたので、気が重い

ことを忘れて撮りました。

１面写真募集要領〈次回の締め切り10月16日〉

●内　　容： 武蔵野市内（隣接する地域を含む。）で応募者自身が撮影した、未発表※

のオリジナル作品（カラー）に限ります（明らかに人物を特定できる場合

は、ご本人の了承を得てください。）。  

※インターネット、ＳＮＳ等で掲載したものや、個展や写真の掲載が主目

的な催しは発表とする。ただし、地域行事への協力展示（例えば、コミセ

ンや学校での展示など）は未発表とする。

●規　　格： ①紙焼きの場合　　・サイズ　２Ｌ判～Ａ４  

② デジタルデータの場合  

・ファイル形式　ＪＰＥＧ形式  

・画像サイズ　1600×1200ピクセル以上  

・ファイルサイズ　２ＭＢ程度まで

●審　　査：議会広報委員会が審査します。

●発　　表： 採用された作品は、11月15日発行の市議会だよりに掲載する予定です。

ただし、紙面構成の都合上、掲載しない場合がありますのであらかじめご

了承ください。

●著 作 権： 作品の著作権は撮影者本人に帰属します。ただし、次号の市議会だより発

行までは、他媒体での発表等をご遠慮いただくことを、作品採用の条件と

いたします。

●期　　限：10月16日（水曜日）当日消印有効

●応募方法： 撮影者の住所・氏名（ふりがな）・電話番号・撮影年月日・撮影場所・作

品名・作品に関するコメント（100字程度）を明記のうえ、下記宛先まで

ご応募ください（作品は返却いたしません。なお、今回採用されなかった

場合は、次号以降の市議会だよりの１面写真に使用させていただく場合が

あります。）。

●宛　　先： 〒180-8777武蔵野市緑町２- ２-28 武蔵野市議会事務局市議会だより担当 

デジタルデータの場合はメールで ofc-gikai@city.musashino.lg.jp　まで  

（上記以外のメールアドレスや各種メディア等での送付はご遠慮ください。）
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縄文時代における武蔵野市域の人々の暮

らしについての最新の調査研究成果を伺う。

井の頭池を取り巻く台地、斜面地等に多

くの遺構、出土遺物が確認されている。

新田開発と今の市街地の特徴との関連は。

短冊形の地割りが現在の市域に残る。

関東大震災以降の都市的居住の急拡大が

市民の意識と市政に影響していったのでは。

中間層の生活様式や意識の影響を受け、

まちが変貌していったとも考えられる。

歴史理解の大切さを考え、ふるさと歴史

館事業の継続・発展を求めるが見解を伺う。

文化財の保護や歴史の共有などの点で当

館の存在と活動は大変意義があると考える。

武蔵野ふるさと歴史館の

事業を大切に
山本あつし　議員

今年度は自治基本条例（仮称）が上程予

定であり、身近な自治体から、差別や虐待

などの人権侵害を無くす取り組みが必要だ

が、市役所内ではどう対応するのか。

職場でのハラスメント防止に向け、相談

体制の整備として、外部機関による相談窓

口を４月から設置した。

10月から幼児教育・保育の無償化が実施

される。保育の質の担保や保育士の処遇、

給食費の徴収の有無などの問題もあるが、

保育の質の低下につながることはないか。

保育士の処遇改善は保育の質に直結し重

要であると考える。給食費の徴収について

は他市の状況も参考に検討したい。

幼児教育・保育の無償化の実

施にあたり、問題はないのか
山本ひとみ　議員

市は、公営ギャンブル事業を行っている

立場から、積極的にギャンブル依存症対策

を行うべきと考えるが、見解は。

依存症に関する相談への支援力向上のた

め、他機関の研修に相談担当職員が積極的

に参加している。今年度はギャンブル依存

症をテーマに精神保健福祉研修を開催する。

ゲーム依存対策として、子どもと保護者

に対する予防教育を充実させるべきでは。

予防が大事という点は同様に考えている。

８0５0問題に関し、関係団体の方々と情報

を共有してほしいが、見解を伺う。

ご本人や家族から相談がなくても、関わ

る介護従事者等から情報の収集に努めたい。

さまざまな依存症に対し

積極的な対策を
下田ひろき　議員

４月の市議会議員選挙期間中に、選挙運

動中の候補者に対し、市長が軽薄な言葉を

かけた行為は選挙妨害と考えるが、見解は。

候補者の選挙公報の内容に関し話をした。

シルバー人材センター等に依頼して、登

下校時の見守りをすべきと考えるが見解は。

ＰＴＡや青少協等による見守りがなされ

ている中で、その位置づけを整理する必要

があるため、現時点で依頼は考えていない。

交通安全協会の重要性を踏まえ、有償ボ

ランティアにすべきと考えるが、いかがか。

運営費の一部を補助金で交付しており、

全国で位置づけられた組織に対し、本市の

みでの有償ボランティア化は考えていない。

選挙期間中の候補者に対する

市長の軽薄な言動は慎むべき
きくち太郎　議員

国連で子どもの権利条約が採択されて30

年がたち、児童福祉法改正で子どもは福祉

の権利主体となった。子どもに関する悲し

い事例を未然に防ぐためにも、①子どもオ

ンブズマン制度の導入をすべきでは②子ど

も・子育て包括支援センターの検討状況は。

①虐待やいじめ、差別などの早期発見の

取り組みを充実させるとともに、制度の導

入事例の研究を行いたい②18歳までの子ど

もと保護者を対象に、健康福祉、子ども家

庭および教育各分野を横断した切れ目ない

支援を行う体制づくりの検討を進めている。

　このほか、エコプラザ（仮称）の運営に

ついての質問がありました。

子ども・子育て包括支援

センターの設置を
内山さとこ　議員

三鷹駅北口駅前公衆トイレは使用禁止状

態が続いているが、修繕しない理由を伺う。

老朽化に伴い施設の改築を検討したが、

法的課題もあり不可能と判断した。今後は

早期に従前のトイレ機能の復旧を進めたい。

災害時のペット同行避難の対応策をさら

に進めるべきと考えるが、見解は。

屋内の避難生活エリアへのペット同行は

困難であるため、校庭等にペット用のスペ

ースを設ける方針を検討している。

駅前のマナーポイントが廃止されたが、

分煙を進めるためのスケジュールを伺う。

2020年４月の都の受動喫煙防止条例の全

面施行に向け、喫煙所の設置を検討する。

声なき声に耳を傾け、

市政への反映を
ひがしまり子　議員

三鷹駅北口ロータリー内を横断する通勤

通学者の安全確保は緊急を要すると考える

が、市長の認識と具体的な対応策を伺う。

大変危険な現状だと認識しており、対策

方法等につき最終的な協議を行っている。

三鷹駅北口西側街区の再開発は、将来大

きな影響を及ぼすと考えるが今後の対応は。

慎重な検討や丁寧な合意形成が必要であ

り、三鷹駅北口街づくりビジョンの施策に

関し民間事業者等に協力を求めていきたい。

築後60年を迎える校舎および体育館の

建て替えに早急に着手すべきだが見解は。

今年度中に基本計画を策定し、来年度は

個別校の改築についての議論を進めたい。

これでいいのか三鷹駅

北口ロータリー広場
与座　武　議員

水防訓練や自主防災訓練に市民の参加が

少ないと考えるが、市長の見解を伺う。

市民の参加がまだ少ないと認識しており、

防災意識を高める取り組みを行いたい。

リスクマネジメントへの取り組み方針は。

他の自治体も参考にし、ＰＤＣＡサイク

ルに基づく体系的な取り組みを進めていく。

市民との合意形成について市長の見解は。

情報の共有と対話が重要であり、丁寧に

説明し話し合いを重ねていくことが必要だ。

吉祥寺南町市有地の保育所に関し、協定

締結等の近接住民の要望にどう応えるのか。

協定締結は検討が必要だが、近接のみな

らず近隣の皆様のご意見を伺っていきたい。

防災への取り組みと合意

形成は市民と市の協力で
宮代一利　議員

武蔵野市の安心・安全の取り組みについ

ての基本方針、市長の基本姿勢を伺う。

命を守ることを最優先に、生活安全条例

に基づき関係機関・団体と協議のうえ、生

活安全計画を毎年度策定し、課題を更新し

ながら取り組んでいきたい。

新クリーンセンター稼働から２年で６回

も火災事故が発生している。最大級の市民

資産であるクリーンセンターが火災により

稼働停止となると、計算上、損失は１日366

万円にも上るが事故に対する見解を伺う。

リチウムイオン電池等の混入が社会問題

となっており、引き続きごみの分別徹底の

周知啓発を行い、安定稼働に努めたい。

日本一の財政を誇る武蔵野市

なら日本一の市民サービスを
道場ひでのり　議員

第一期長期計画策定から今日までの、計

画行政への市民参加の経過と実績の評価は。

本市の長期計画は当初から市民が参加し

て策定を行い、幅広い市民意見を反映でき

るよう今日まで工夫を重ねてきた。市政運

営の根幹となる長計策定は市民自治の実践

の場であり市民参加は欠かせないと考える。

第六期長期計画策定への今後の工程は。

計画案公表後、パブコメ募集や市民意見

交換会、市議会全員協議会を経て答申を取

りまとめ９月に議案を上程する予定である。

市民参加の在り方について今後の展望は。

丁寧な合意形成がさらに重要となってお

り、時代に合った在り方を追求したい。

市民参加の促進による

市民自治の発展を
深沢達也　議員一 般 質 問

　第２回定例会では６月１０日、１３日、１４日に２２名の議員から一般質問が行われました。各議員の主な質

問と答弁を要約して掲載します。

　詳しくは、８月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、各コミュニティセンター、市役所

７階市政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第２回定例会分は８月２３日

登録予定）、インターネット議会中継でご覧いただけます。

※ 一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対し、事務の状況や将来に

対する方針等について、質問をしたり、説明や報告を求めたりすることをいいます。
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にぎわいを創出すべきＱｕＯＬａ１階の

飲食店は業態を変え、昼間営業を休止し半
年以上たつが、にぎわいは創出できたのか。
業態を変えたとの認識はないが、まちの

にぎわい創出につながるよう、昼間の営業
についてはさらなる営業努力を求めていく。

市議会議員選挙において公職選挙法違反

のポスターが掲示されており、市長の写真
も候補者とともに掲載されていた。法令順
守を徹底するためには、ポスターの事前確
認を行うなどの工夫が必要ではないか。
政治運動や選挙運動、ポスターの作成等

は、事前に選挙管理委員会に意見を聞くな
ど、各候補者・政治団体等で法令にのっと
り適正に行われるべきと考える。

武蔵境駅北口前QuOLaの
にぎわいの創出を

木﨑 剛 議員

保育園設置予定の吉祥寺南町市有地につ

いて、近接・近隣住民との合意形成に向け、

真摯な対応に努めるのか、市長の姿勢は。

保育所運営に関する住民との意見交換の

場を子ども協会と共同で定期的に設けたい。

災害時は避難所ともなる小・中学校に、

熱中症対策としてテントを増備すべきでは。

テントも含め、熱中症対策として有効な

手法を教育委員会と協議のうえ検討したい。

学校内のブロック塀安全点検後の現況は。

関前南小学校のブロック塀撤去後の改修

工事が、昨年度入札不調により行えず、今

年度行う予定である。不調については分析

を行い、今後支障がないよう対応したい。

熱中症対策として小・中
学校にテントの増備を

堀内まさし　議員

大津市等の事故を踏まえ、認可保育園な

どの施設から危険な箇所を洗い出してもら

い、道路管理者や警察、市の関係部署が連

携した合同点検の実施を求めるがいかがか。

関係機関との情報共有および連携を図り、

合同点検を実施していきたい。危険が想定

される箇所は、警察と協議のうえ防護柵の

設置などの安全対策を行っていきたい。

園庭のない保育所が市内でも増加してお

り、それによりさまざまな問題が生じてい

る。今後設置する保育施設には園庭の設置

を必須とすることを求めるが、見解を伺う。

新規保育施設の開設にあたっては園庭の

確保を重視し、可能な限りお願いしている。

子どもたちへの早急な
安全対策を

本間まさよ　議員

安倍政権が10月から消費税を10％に増

税しようとしていることを踏まえ、現在の

市内の景気状況について市長の見解を伺う。

原材料費等の負担増がある現状からも市

内の経済状況を楽観視しておらず、引き続

き経済の動向を注視し続ける必要がある。

三鷹駅北口のミカレットは洋式化等の本

格改修をすべきと考えるが、いかがか。

トイレ機能を復旧するとともに、洋式化

等の可能性を含め、早期に着手したい。

市内三駅へのホームドア設置を関係機関

に働きかけるべきと考えるが、見解を伺う。

ホームドア整備は2023年度以降になる

見込みだが市として早期設置を要望したい。

ミカレットみたかの
早期改修を

橋本しげき　議員

食品ロス削減の取り組みに関し、①フー

ドバンク活動の現状と今後の展開は②飲食

店でのドギーバッグ推奨の検討状況は。

①ＮＰＯと協定等を締結し生活困窮者へ

の食料支援を行うとともに、フードバンク

事業の在り方を検討している②国が食べ残

し対策の留意点を公表しているが、衛生上

のリスクもあり、持ち帰りの推奨は難しい。

液体ミルクの普及・啓発の方法を伺う。

防災協会だよりに啓発記事を掲載したが、

防災や子育てのイベントでのＰＲ、市民防

災協会での販売事業等を進めたい。

　このほか、お悔やみコーナーの設置等に

ついての質問がありました。

食品ロス削減と、災害時
に液体ミルクの活用を

浜田けい子　議員

人生最後におけるみとりへの支援を伺う。

みとりにおいて最重要と考える高齢者本

人の意思決定を支援する取り組みを進める。

買い物リハビリの推進で産業振興や認知

症予防等につながると考えるが、見解は。

福祉および産業振興のそれぞれの視点を

組み合わせて、研究を進めていきたい。

切れ目ない相談支援体制の将来像を伺う。

18歳までの子どもとその保護者を対象

に、健康福祉・子ども家庭・教育分野が連

携して切れ目ない支援体制を構築するよう

検討を進めている。新たな複合施設は、関

係部署による機能連携の評価・検証を行っ

たうえで、必要性について検討したい。

誰も置き去りにしない
武蔵野を

大野あつ子　議員

適応指導教室の児童生徒は弁当持参だ

が、学校給食を提供すべきではないか。

食育的行事として、児童生徒と指導員が

給食を一緒に食べる機会を検討している。

適応指導教室にも通えていない児童生徒

が例年10人弱おり、多額の私費を投じて

市外の支援教室等に通わせている状況があ

る。この現状に対する教育長の見解を伺う。

不登校児童生徒の多様な学びの場のあり

方検討委員会を設置した。経済的支援は全

国的な課題であり、国の動向を注視したい。

ＬＧＢＴ理解を深める施策をすべきでは。

研修受講者がレインボーグッズを身につ

け、啓発や当事者の安心感につなげたい。

不登校児童生徒の教育
機会の確保を

西園寺みきこ　議員

吉祥寺南病院建て替えについて①署名管

理は②発行済み地区まちづくりニュースの

配布先と数は③地区計画の上位計画への位

置づけは④街区住民の土地評価への影響は。

①実施主体が管理②答弁無し③長期計

画案に言及している④影響は判断しかねる。

学校施設整備基本計画について、①国が

求める躯体データに基づく長寿命化計画に

該当するのか②一部発言を削除していると

思われる公共施設等総合管理計画庁内推進

本部会議議事録では「コンクリート中性化

の改修は行っていない。」とあるが見解は。

①そのように位置づける予定②会議に出

席しておらず議論の経緯は承知していない。

データの隠蔽と市民置き
去りの市政運営を改めよ

深田貴美子　議員

先生いきいきプロジェクトの現時点での

評価と、今後の対応を伺う。

校務の改善により児童生徒と向き合う時

間が増えたと感じている教職員は少なく、

さらにプロジェクトを推進していきたい。

教職員との関わりが地域の中から減った

との声を市民から聞くが、見解を伺う。ま

た、教職員のジャンボリーへの参加につい

ては難しい状況と聞いたが、今後の展望は。

教職員と地域との連携は大切にしていき

たいと考えている。ジャンボリーへの学校

の関わり方については、働き方改革を進め

る中で従来と同様の関わりが困難な状況に

あり、子ども家庭部と相談していきたい。

先生いきいきプロジェクトに
おいて学校と地域の関わりを

藪原太郎　議員

市内事業の後継者不足の現状と対策は。

平成29年度の事業所アンケートによる

と、小規模事業所が多い本市では人手不足

が最も深刻な課題となっている。後継者不

足への対策として、むさしの産業サポート

ネットワーク（仮称）を構築し、事業承継

も含めた支援策を今後検討していきたい。

新しい働き方への対応として、女性の雇

用・就労支援を掲げているが、子育てや介

護等に直面しているのは女性だけではなく、

全般向けの施策であるべきだが見解は。

高齢者や障害者等、就労支援の方法の違

いで項目を分けた中、女性は結婚や出産等

による離職も多いため支援対象としている。

柔軟な働き方・柔軟な
子育ての仕組みづくりを

本多夏帆　議員

原則として、行政手続きを電子申請に統

一するデジタルファースト法が成立し、地

方自治体にも努力義務が課せられるが、本

市の行政手続きは現在何種類あるのか伺う。

すべてを把握するのは困難だが、行政手

続条例を適用する手続きは465種類ある。

行政手続きの電子化はいつまでに行うか。

どの手続きを電子化するかは、第六次総

合情報化基本計画の中で検討を進める。

道路通報システム以外の事業にもＬＩＮ

Ｅを活用したサービスを付加していくのか。

防災や子育て等での活用も考えられ、今

年度道路通報システムの効果検証を行った

うえでその後の展開につき検討を進めたい。

デジタルファースト法成立を
踏まえ行政手続きの電子化を

品川春美　議員

リバースモーゲージに関し、かつての本

市単独事業では約30年間で契約件数119

件の実績に対し、現在の東社協事業は平成

24年度から2件のみである。制度の再検討

や東社協への提言を行うべきでは。

事業の価値や必要性は認識しており、次

期高齢者福祉計画策定の中で議論したい。

成年後見制度に関し、被後見人のメリッ

ト等の観点からも、外部団体等の法人後見

の拡充を提案するが、見解を伺う。

国も、市が法人後見の担い手育成等を積

極的に行うものと示しており、考慮したい。

　このほか、保育園のお散歩ルートの検証

等についての質問がありました。

人生100年時代にリバースモ
ーゲージ・成年後見活用を

蔵野恵美子　議員
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市議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。

議　会
事務局

ＴＥＬ ０４２２－６０－１８８３　ＦＡＸ ０４２２－５５－７５５５

メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp

市議会ホームページ　http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

第２回定例会

【市長提出議案（22件）】

●武蔵野市職員定数条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

※ 嘱託職員、アルバイト職員が「会計年度任用職員（一般職）」になることに伴い、条例の適

用となる一般職の職員から、「非常勤職員」、「欠員が生じた場合において臨時の職に関

するときに任用される臨時的任用職員」を除くもの。

●武蔵野市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例 

　   可決（全会一致）

※ 嘱託職員、アルバイト職員が「会計年度任用職員（一般職）」になることに伴い、会計年度

任用職員を条例の適用の対象とするほか、所要の改正をするもの。

●武蔵野市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例  

　   可決（全会一致）

※ 嘱託職員、アルバイト職員が「会計年度任用職員（一般職）」になることに伴い、会計年度

任用職員を条例の適用の対象とするもの。

●武蔵野市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

※地方公務員法の改正に伴い、規定整備等をするもの。

●武蔵野市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例  

　   可決（全会一致）

※ 嘱託職員、アルバイト職員が「会計年度任用職員（一般職）」になることに伴い、会計年度

任用職員の勤務時間、年次有給休暇、特別休暇等を定める改正等をするもの。

●武蔵野市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

※ 嘱託職員、アルバイト職員が「会計年度任用職員（一般職）」になることに伴い、会計年度

任用職員の育児休業および部分休業に関する規定の追加等をするもの。

● 外国の地方公共団体の機関等に派遣される武蔵野市職員の処遇等に関する条例の

一部を改正する条例   可決（全会一致）

※地方公務員法の改正に伴い、規定整備等をするもの。

●職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部を改正する条例  

　   可決（全会一致）

※ 嘱託職員、アルバイト職員が「会計年度任用職員（一般職）」になることに伴い、会計年度

任用職員を条例の適用の対象とするほか、所要の改正をするもの。

●武蔵野市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例  

　   可決（全会一致）

※ 条例名を改正し、条例の適用される職員にパートタイムの会計年度任用職員を加える

ほか、報酬の支払い方法に時間額を追加し、会計年度パートタイムに対する期末手当の

支給や勤務しない場合の報酬の減額等を規定するもの。

●武蔵野市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例  

　   可決（全会一致）

※ 条例が適用される「一般職職員」について、一般職給与条例の適用を受ける職員とする

もの。

● 武蔵野市教育委員会教育長の給与、旅費、勤務時間及びその他の勤務条件に関する

条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

※ 条例が適用される「一般職職員」について、一般職給与条例の適用を受ける職員とする

もの。

●武蔵野市市税条例等の一部を改正する条例   可決（全会一致）

※ 単身児童扶養者の非課税措置の対象への追加および扶養親族申告書（給与・年金）記載

事項への追加をするほか、軽自動車税のグリーン化特例について段階的な改正等をす

るもの。

● 武蔵野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例   可決（全会一致）

※ 放課後児童支援員の受講する研修の実施者について、都道府県知事に加えて「指定都市

の長」も可能とするもの。

●武蔵野市介護保険条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

※ 介護保険法施行令の改正に伴う低所得者（市民税非課税層）に対する保険料を軽減する

ほか、規定整備等をするもの。

●武蔵野市下水道条例の一部を改正する条例   可決（賛成多数）

※消費税率の改正に伴う下水道使用料の改正等をするもの。

●武蔵野市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例  

　   可決（全会一致）

※保証人無しでも災害援護資金の貸し付けを可能とするほか、規定整備等をするもの。

●武蔵野市給水条例の一部を改正する条例   可決（賛成多数）

※消費税率の改正に伴う水道料金の改正等をするもの。

●石神井川排水区雨水幹線切替等に関する業務委託契約   可決（全会一致）

※ 契約金額は７億664万4,620円を上限とする額。履行期間は契約確定の日（市議会の議

決を得た日）の翌日から令和３年９月３0日まで。

●令和元年度武蔵野市一般会計補正予算（第１回）   可決（全会一致）

●令和元年6月における武蔵野市議会議員の期末手当に関する条例  

　   可決（賛成多数）

●令和元年6月における武蔵野市特別職の職員の期末手当に関する条例  

　   可決（賛成多数）

●令和元年6月における武蔵野市一般職の職員の期末手当に関する条例  

　   可決（賛成多数）

【動議（１件）】

●外環道路特別委員会設置に関する動議   可決（全会一致）

各議員の議案等に対する賛否結果については、市議会ホームページに掲載しています。

議案等審議結果（議決）一覧特 別 委 員 会 紹 介
６月14日に設置された特別委員会です（１面に関連記事を掲載しています）。

※5月１日から10月31日までの間、クールビズとして軽装で活動しています。

外 環 道 路 特 別 委 員 会
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以下のとおり、全員協議会が開催されました。

・ 武蔵野市第六期長期計画　計画案について 

（令和元年７月２日）

全員協議会

永年勤続議員表彰
　６月11日開催の第95回全国市議会議長会定期総会において、

全国市議会議長会より永年勤続議員として下記の議員が表彰

され、その伝達式が６月26日の本会議において行われました。

●20年以上勤続　与座　武　　山本　ひとみ

　会派とは、市政について、同じような考えや意見を持っている議員のグルー

プで、議会活動の一つの基盤となります。

※氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の直通電話番号です。

議員の連絡先は、わたしの便利帳や市議会ホームページでご確認いただくか、

議会事務局にお問い合わせください。

会派名簿

自由民主・市民クラブ ☎６０－１８８４

道場　ひでのり　　堀　内　まさし

ひがし　まり子　　木　﨑　　　剛

きくち　太　郎　　土　屋　美恵子

与　座　　　武　　小美濃　安　弘

立憲民主ネット ☎６０－１８８９

藪　原　太　郎　　蔵　野　恵美子

西園寺　みきこ　　川　名　ゆうじ

深　沢　達　也　　　　　　　　　

市議会公明党 ☎６０－１８８７

大　野　あつ子　　浜　田　けい子

落　合　勝　利　　　　　　　　　

自治と共生 ☎６０－１８９０

内　山　さとこ　　山　本　あつし

ワクワクはたらく ☎６０－１８８５

宮　代　一　利　　本　多　夏　帆

改革武蔵野・都民ファースト ☎６０－１９４４

深　田　貴美子　　品　川　春　美

日本共産党武蔵野市議団 ☎６０－１８８８

橋　本　しげき　　本　間　まさよ

会派に属さない議員 ☎６０－１９０９

山　本　ひとみ　　下　田　ひろき
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